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６ ［60 分試験(4 教科型，英語型)の受験生のみ解答すること。］

右の図のような，長方形ＡＢＣＤがあります。

ＡＢ＝ 8cm，ＢＣ＝ 12cm で，辺ＡＢのまん中

の点をＭとします。また，辺ＢＣ上に点Ｎを

とると，ＢＮ：ＮＣ＝ 2：1 となります。

さらに辺ＡＮと辺ＭＤの交わる点をＰ，ＡＮ

をＮの方に延長した直線と，辺ＤＣをＣの方に

延長した直線の交わる点をＱとします。

このとき，次の問いに答えなさい。

(1) 三角形ＣＮＱはどのような形の三角形ですか。

最も適切な形を答えなさい。

(2) ＭＰ：ＰＤを求めなさい。

(3) ＡＰ：ＰＮ：ＮＱを求めなさい。

(4) 三角形ＰＮＤの面積を求めなさい。
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(1) ＢＮ：ＮＣ＝ 2：1，ＢＣ＝ 12cm より，

ＢＮ＝ 12 × ＝ 8cm。

よって，△ＡＢＮは角Ｂが直角の

直角に等辺三角形となるので，

角ＣＮＱ＝角ＡＮＢ＝ 45 度。

よって，△ＣＮＱも

直角二等辺三角形です。

(2) △ＣＮＱは直角二等辺三角形で，ＣＮ＝ 12 － 8 ＝ 4cm なので，

ＣＱ＝ 4cm。

よって，相似な三角形である△ＡＰＭと△ＱＰＤにおいて，

ＡＭ＝ 8 ÷ 2 ＝ 4cm，ＤＱ＝ 8 ＋ 4 ＝ 12cm なので，相似比は

4：12 ＝ 1：3･･(ｱ)。
したがって，ＭＰ：ＰＤも 1：3 です。

(3) (ｱ)より，ＡＰ：ＰＱ＝ 1：3･･(ｲ)。
また，ＡＤとＢＣが平行なので，ＡＮ：ＮＣ＝ＤＣ：ＣＱ＝ 8：4 ＝ 2：1･･(ｳ)。
(ｲ)，(ｳ)から，ＡＣの長さを 1 とすると，

ＡＰ＝ 1 × ＝ ，ＰＣ＝ 1 － ＝ ，ＮＱ＝ 1 × となるので，

ＰＮ＝ 。よって，

ＡＰ：ＰＮ：ＮＱ＝ ＝ 3：5：4 です。

(4) (3)から，ＡＱ：ＰＮ＝(3 ＋ 5 ＋ 4)：5 ＝ 12：5 なので，

△ＡＱＤと△ＰＮＤの面積比も 12：5。
また，△ＡＱＤの面積は 12 × 12 ÷ 2 ＝ 72cm ２ なので，

△ＰＮＤの面積は 72 × ＝ 30cm ２ です。
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